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プ
ロ
ロ
ー
グ

　

昨
2
0
1
2
年
後
半
、韓
国
労
働
界

で
珍
し
い
こ
と
が
起
こ
っ
た
。ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
韓
国
労
総（
F
 

K
T
U
）と
民
主
労
総（
K
C
T
U
）

両
組
織
の
委
員
長
が
、
い
ず
れ
も
任

期
途
中
で
退
任
す
る
事
態
が
発
生
し

た
の
で
あ
る
。

　

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
F

 

K

 
T
 

U
で
は
イ
・
ヨ
ン
ド
ク
委
員
長
が
、 

イ
・
ミ
ョ
ン
バ
ク
政
権
と
の「
政
策
連 

携
」を
破
棄
し
て
以
降
、
組
織
の
政
策

決
定
を
め
ぐ
っ
て
内
部
抗
争
が
生
じ
、

そ
の
責
任
を
取
っ
て
7
月
23
日
退
任
、

他
方
K
C
T
U
で
は
、
規
約
改
定
に

沿
っ
た
組
合
執
行
部
の
直
接
選
挙
の

実
施
が
難
航
、
こ
れ
を
先
送
り
と
す

る
な
ど
不
調
に
終
わ
っ
た
、
そ
の
責

任
を
取
っ
て
キ
ム
・
ヨ
ン
フ
ン
委
員

長
が
11
月
7
日
退
任
し
た
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。

　

両
組
織
の
委
員
長
交
代
と
い
う
不

測
の
事
態
は
、
大
統
領
選
を
年
末
に

控
え
て
い
た
だ
け
に
、
組
織
と
し
て

の
一
致
し
た
取
り
組
み
に
も
齟
齬
を

き
た
し
た
と
見
ら
れ
、大
き
な
ニ
ュ
ー

ス
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
一
件
を
念
頭
に
、
昨
2

 
0
 
1
 

2
年
に
お
け
る
韓
国
労
働
事
情
は
ど

の
よ
う
な
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
孕
ん
で
い

た
の
か
を
掘
り
起
こ
す
の
も
い
い
の

で
は
な
い
か
。そ
ん
な
考
え
が
よ
ぎ
っ

た
と
き
、
幸
い
に
も
あ
る
貴
重
な
資

料
が
届
い
た
。

　
「
2
0
1
2
年
に
お
け
る
労
働
ニ
ュ 

ー
ス
ト
ッ
プ
10
」（
K
L
F『
韓
国
労

働
評
論
』2
0
1
2
年
冬
号
）
が
そ

れ
で
、
編
者
は
パ
ク
・
オ
ン
氏（『
デ
イ

リ
ー
・
レ
イ
バ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス
』編
集 

長
）で
あ
る
。
筆
者
も
信
頼
を
お
く
パ

ク
氏
で
あ
る
の
で
、
興
味
深
く
目
を

通
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
氏
の
選
ん
だ
10
大
ト

ピ
ッ
ク
ス
を
紹
介
し
つ
つ
、
そ
の
幾

つ
か
に
つ
い
て
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を

し
て
み
た
い
。

10
大
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
見
る

韓
国
労
働
情
勢

構
内
下
請
け
労
働

　

氏
が
第
一
に
挙
げ
た
の
は
①「
企

業
内
下
請
け
労
働
者
の
保
護
に
つ
い

て
の
社
会
的
合
意
形
成
」で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
現
代
自
動
車
の
工

場
で
就
業
し
て
き
た
下
請
け
業
者 

派
遣
の
労
働
者
、
チ
ェ
・
ビ
ョ
ン
セ
ウ

金
属
労
協（
J
C
M
）顧
問   

小
島
正
剛
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た
と
パ
ク
氏
は
指
摘
し
て
い
る
。

　

5
月
に
は
全
国
労
使
関
係
委
員
会

も「
チ
ェ
氏
の
解
雇
は
不
当
」
と
し 

職
場
復
帰
を
命
じ
る
に
至
っ
た
。
こ

れ
に
対
応
し
現
代
自
動
車
は
、
一
部

の
下
請
け
労
働
者
を
正
規
労
働
者
に

切
り
替
え
る
と
し
た
も
の
の
、
チ
ェ

氏
の
直
接
雇
用
は
拒
否
し
、
違
法
行

為
に
た
い
す
る
罰
金
支
払
い
を
選
択

し
た
。
こ
れ
に
抗
議
し
、氏
は
現
代
自

動
車
蔚
山
工
場
前
の
送
電
塔
に
登
っ

て
空
中
の「
シ
ッ
ト
・
イ
ン（
座
り
込

み
）」に
入
っ
た
。

　

労
働
組
合
も
彼
を
支
持
、
不
法
な

派
遣
契
約
下
で
就
業
し
て
き
た
全
員

の
正
規
雇
用
化
を
要
求
し
て
お
り
、

野
党
も
ま
た
か
れ
ら
の
正
規
雇
用
化

を
支
持
し
た
。

　

与
党
の
セ
ヌ
リ
党
も
最
高
裁
の
判

決
に
対
応
、
同
じ
5
月
に
第
19
回
通

常
国
会
最
初
の
法
案
と
し
て「
企
業
内

下
請
け
法
案
」を
上
程
し
た
。
も
っ
と

も
こ
れ
に
は
、
前
年
7
月
公
布
の「
企

業
内
下
請
け
労
働
者
保
護
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」の
内
容
に
矛
盾
す
る
と
し
て
、

雇
用
労
働
省
の
反
対
意
見
が
出
て
い

る
。同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
労
使
に
対
し
、

ン
氏
が
、
解
雇
を
不
当
と
し
て
提
訴

し
て
い
た
の
だ
が
、
こ
れ
に
対
し
て

大
法
院（
最
高
裁
）
が
下
し
た
最
終

判
決
が
こ
の
国
の
労
使
関
係
全
般
に

も
大
き
な
意
味
を
持
つ
点
で
、
大
き

な
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
取
り
上
げ
た
の

で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

2
月
に
下
さ
れ
た
最
終
判
決
は
、

チ
ェ
氏
の
解
雇
は「
雇
用
主
が
現
代
自

動
車
で
あ
り
、
下
請
け
業
者
で
は
な

い
が
故
に
、
不
当
」と
し
た
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
問
題
は
、
こ
こ
数
年
、
企
業

内
就
業
の
派
遣
労
働
者
の「
真
の
雇
用

主
は
誰
か
」を
め
ぐ
っ
て
労
使
が
争
っ

て
き
た
事
案
で
あ
り
、
こ
の
判
決
は

労
働
界
の
勝
利
を
告
げ
る
も
の
と
な
っ

雇
用
安
定
、
労
働
条
件
、
社
会
的
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
従
業
員
福
祉
の
改

善
に
、
自
主
的
に
取
り
組
む
よ
う
奨

励
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

地
元
の
識
者
は
、
こ
の
問
題
は
社

会
的
差
別
の
問
題
で
あ
り
、
不
法
労

働
者
派
遣
の
問
題
で
あ
り
、
広
範
に

広
が
っ
た
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
問

題
で
あ
り
、
正
規
労
働
者
と
非
正
規

労
働
者
の
連
帯
の
試
金
石
で
あ
り
、

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
、
デ
ィ
ー
セ

ン
ト
な
生
活
の
問
題
で
あ
り
、
希
望

と
将
来
の
問
題
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

パ
ク
氏
が
第
二
に
あ
げ
た
の
は
②

「
雇
用
労
働
省
が
長
時
間
労
働
に
対 

処
」で
あ
る
。

　

こ
の
国
の
長
時
間
労
働
は
悪
名
高

い
。
O
E
C
D
統
計
が
、
韓
国
労
働

者
の
年
間
実
労
働
時
間
は
2
1
9
3

時
間（
2
0
1
0
年
）
で
、
O
E
C
D

諸
国
平
均
1
7
4
9
時
間
を
20
％
以

上
上
回
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
こ

と
も
あ
り
、
雇
用
労
働
省
の
動
き
が

2
0
1
1
年
以
降
積
極
化
し
て
い
る

の
は
確
か
だ
。

　

同
年
後
半
同
省
は
、
現
代
、
起
亜
、

G
M
コ
リ
ア
、
ル
ノ
ー
・
サ
ム
ス
ン
、

サ
ン
ヤ
ン
な
ど
自
動
車
メ
ー
カ
ー
を

対
象
に
調
査
を
実
施
、
工
場
労
働
者

が
週
2
時
間
20
分
か
ら
10
時
間
50
分

の
間
で
時
間
外
労
働
を
し
て
い
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

同
省
は
各
メ
ー
カ
ー
に
重
点
的
な

労
働
時
間
対
策
を
策
定
す
る
よ
う
求

め
る
と
、
例
え
ば
現
代
自
動
車
は
、

2
0
1
3
年
か
ら
昼
勤
と
夜
勤
の
シ

フ
ト
を
昼
勤
2
交
代
制
に
切
り
替
え

る
プ
ラ
ン
を
も
っ
て
回
答
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
労
働
者
は
早
朝
か
ら
の

勤
務
を
免
れ
、
同
社
工
場
の
年
間
平

均
操
業
時
間
を
3
6
9
9
時
間
に
落

と
せ
る
と
同
社
で
は
説
明
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
現
行
4
1
7
8
時
間
が

セヌリ党の社内下請け勤労者保護に関する
法律制定討論会（2012年7月）

韓国の自動車組立てライン
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4
7
9
時
間
の
短
縮
と
な
る
。

　

同
省
は
自
動
車
部
品
サ
プ
ラ
イ
ヤ 

ー
や
金
属
加
工
業
に
お
け
る
調
査
も

実
施（
2
0
1
1
年
）、
多
く
の
時
間

外
労
働
の
法
規
違
反
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
別
の
調
査（
2
0
1
1
年
）

で
は
、
対
象
と
し
た
5
0
5
社
の
う

ち
4
0
3
社
で
違
法
行
為
が
あ
っ
た

こ
と
を
公
表
。
後
に
こ
れ
ら
の
企
業

は
従
来
の
慣
行
を
改
め
、
労
働
時
間

調
整
を
し
つ
つ
結
果
的
に
5
2
8
2

人
分
の
雇
用
創
出
に
つ
な
げ
た
と
い

う
。

　

聞
き
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
、
雇
用
労

働
省
は
労
働
基
準
法
の
改
訂
を
検
討

し
て
い
る
模
様
で
、
休
日
出
勤
を
時

間
外
労
働
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
す
る
な

ど
、
長
時
間
労
働
対
策
に
積
極
的
で

あ
る
よ
う
に
う
か
が
え
る
。

　

第
三
の
ト
ピ
ッ
ク
は
③「
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
世
代
の
た
め
の
政
府
政
策
プ

ラ
ン
の
展
開
」で
あ
る
。
ベ
ビ
ー
ブ
ー

マ
ー
世
代
は
1
9
5
5–

1
9
6
3
年

の
間
に
生
ま
れ
約
7
0
0
万
人
。
向

こ
う
10
年
間
に
1
5
0
万
人
が
退
職

す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
再
雇
用

の
賃
金
は
極
め
て
低
く
、
年
金
受
給

資
格
に
乏
し
い
人
々
が
多
い
。
2
 
0
 

1
1
年
現
在
O
E
C
D
諸
国
の
貧
困

率
平
均
が
15
・
1
%
に
対
し
、
韓
国
の

そ
れ
は
45
・
1
%
。
政
府
は
労
働
時
間

短
縮
に
よ
る
雇
用
創
造
な
ど
、
具
体

的
な
政
策
プ
ラ
ン
を
こ
う
じ
つ
つ
あ

る
わ
け
だ
。

経
済
民
主
化
と
社
会
保
障

　

第
四
の
ト
ピ
ッ
ク
は
④
「
経
済
の

民
主
化
と
福
祉
充
実
」
で
あ
る
。
次

期
政
権
の
重
要
課
題
で
も
あ
る
。
巨

大
企
業
の
世
界
的
進
展
の
背
後
に
は
、

経
済
環
境
の
厳
し
い
中
小
企
業
が
多

数
存
在
し
、
社
会
格
差
も
深
刻
化
し

て
い
る
現
状
は
、
先
進
国
に
仲
間
入

り
し
た
こ
の
国
に
と
っ
て
ゆ
る
が
せ

に
出
来
な
い
点
だ
。

　

第
五
の
ト
ピ
ッ
ク
は
、
⑤「
社
会
保

障
の
対
象
範
囲
の
さ
ら
な
る
拡
大
」で
、

前
項
と
も
連
動
し
よ
う
。

　

第
六
の
ト
ピ
ッ
ク
は
、
⑥「
増
大
す

る
若
年
層
の
失
業
と
、
青
年
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
の
合
法
性
論
議
」

と
な
っ
て
い
る
。
政
府
統
計
で
は
15– 

29
歳
の
青
少
年
失
業
率
は
6
・
9
%

（
2
0
1
2
年
10
月
）で
、
前
年
比
で

0
・
2
%
上
回
っ
た
。
失
業
対
策
は
大 

統
領
候
補
に
と
っ
て
も
青
年
雇
用
セ

ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
重
要
テ
ー
マ
で

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
情
勢
下
、
青
年

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
が
発
足

（
2
0
1
0
年
10
月
）、
組
合
員
に
は

求
職
者
も
含
ん
だ
と
こ
ろ
か
ら
合
法

性
が
問
題
視
さ
れ
、
最
高
裁
の
最
終

判
決
で
合
法
化
さ
れ
、
注
目
さ
れ
た
。

今
後
の
注
目
点
で
も
あ
る
。

　

第
七
の
ト
ピ
ッ
ク
は
、
⑦「
議
会
の

環
境
労
働
問
題
委
員
会
に
組
合
出
身

議
員
の
存
在
感
増
す
」で
あ
る
。

　

第
八
の
ト
ピ
ッ
ク
は
、
⑧「
韓
国
労

総
と
民
主
労
総
両
組
織
の
委
員
長
が

予
期
せ
ぬ
退
任
」
と
あ
る
。
す
で
に

冒
頭
で
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

第
九
の
ト
ピ
ッ
ク
は
、
⑨「
韓
国
労

総
、
民
主
労
総
両
組
織
の
退
場
に
よ

る
最
低
賃
金
委
員
会
の
機
能
不
全
」

と
な
っ
て
い
る
。
最
賃
委
員
会
は
27 

人
か
ら
な
り
、公
労
使
そ
れ
ぞ
れ
9
人

の
代
表
を
出
し
て
構
成
す
る
。
6
月

30
日
に
開
い
た
会
議
は
、
2
0
1
2

年
の
時
給
最
賃
4
5
8
0
ウ
ォ
ン
を

ベ
ー
ス
に
、
2
0
1
3
年
の
最
賃
引

き
上
げ
率
を
6
・
1
%（
2
8
0
ウ
ォ 

ン
）、
時
給
4
8
6
0
ウ
ォ
ン（
約

3
7
8
円
）と
決
定
し
た
の
だ
が
、
問

題
は
労
働
側
の
F
K
T
U
と
K

 

C

 
T
 

U
の
メ
ン
バ
ー
8
人
と
、
使
用
者
側

韓国のベビーブーマー世代

2大労総による最低賃金委員会混乱糾弾決起集会
（2012.6.21 ソウル）
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●金属労協顧問

小島正剛 こじま・せいごう　

６０年ＩＭＦ（国際金属労連）日本事務所
に入職以来、金属労協事務局長代理、同
国際局長、同副議長（国際委員長）（以
上 IMF との兼務）、ＩＭＦ地域代表を務
めるなど国際労働運動一筋。９８年金属
労協顧問に。日本労働ペンクラブ会員他。
主要著書「海外労働アラカルト」他。

10大トピックスで見る
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の
メ
ン
バ
ー
1
人
の
合
計
9
人
が
欠

席
し
た
こ
と
だ
。
出
席
し
た
18
人
の

う
ち
10
人（
9
人
は
公
益
側
メ
ン
バ
ー
、

韓
国
労
働
組
合
総
連
合=

K
L
U
C

の
メ
ン
バ
ー
1
人
）の
支
持
票
で
、
公

益
委
員
の
提
案
し
た
既
述
の
案
で
決

定
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

F
K
T
U
と
K
C
T
U
メ
ン
バ
ー

欠
席
の
理
由
は
、
第
三
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル
セ
ン
タ
ー
K
L
U
C
の
代
表
性
に

疑
問
が
あ
る
こ
と
と
、
最
賃
引
き
上

げ
案
が
低
す
ぎ
る
こ
と
と
説
明
さ
れ

て
い
る
。
も
と
よ
り
、
労
働
界
で
は
最

賃
は
全
労
働
者
賃
金
平
均
の
50
％
以

上
と
す
べ
き
と
の
主
張
が
あ
り
、
さ

ら
に
は
公
益
委
員
選
定
の
プ
ロ
セ
ス

が
不
透
明
と
の
批
判
も
加
え
て
き
た

経
緯
が
あ
る
。

　

政
府
は
労
使
の
主
張
が
異
な
る
に

せ
よ
、
公
益
委
員
の
見
解
が
バ
ラ
ン

ス
を
保
っ
て
い
る
と
し
て
、
決
定
変

更
の
理
由
は
な
い
と
し
て
い
る
。

　

最
後
に
、
第
一
〇
の
ト
ピ
ッ
ク
は
、

⑩「
大
手
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
未
曾

有
の
同
時
ス
ト
」で
あ
る
。

　

2
0
1
2
年
前
半
、
韓
国
の
大
手
メ

デ
ィ
ア
5
社
で
未
曾
有
の
長
期
同
時
ス

ト
が
発
生
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し

い
で
あ
ろ
う
。
全
国
メ
デ
ィ
ア
労
組
翼

下
の
M
B
C
本
社
支
部
は
、
1
7
0

日
に
お
よ
ぶ
ス
ト
を
う
ち
、
K

 

B

 
S
 

本
社
で
は
2
ヵ
月
を
超
え
る
ス
ト

と
な
っ
た
。
加
え
て
ヨ
ン
ナ
ッ
プ
・

ニ
ュ
ー
ス
、
国
民
日
報
、
Y
T
N
の

ス
ト
も
長
期
化
し
た
。

　

労
組
の
要
求
は
、「
天
下
り
し
た 

C
E
O
の
退
任
」
と「
偏
向
無
き
公

正
な
メ
デ
ィ
ア
の
保
証
」に
要
約
で

き
る
。

　

全
国
メ
デ
ィ
ア
労
組
の
イ
・
ガ
ン

テ
ク
委
員
長
は
21
日
間
に
お
よ
ぶ
ハ

ン
ス
ト
を
経
て
入
院
し
た
。
同
委
員

長
は
長
期
ス
ト
を「
憲
法
や
放
送
法

に
保
証
さ
れ
た
報
道
の
自
由
と
独
立

を
守
る
の
に
必
須
の
ス
ト
で
あ
っ
た
」

と
し
て
い
る
。

　

こ
の
件
は
議
会
の
環
境
労
働
委
員

会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
野
党

委
員
の
出
席
し
か
得
ら
れ
ず
、
重
要

証
人
の
出
席
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

結
論
の
出
ぬ
ま
ま
、
結
局
M
B
C
、

K
B
C
、
Y
T
N
へ
の
大
統
領
補
佐

役
の
天
下
り
は
回
避
不
能
と
な
っ
た
。

エ
ピ
ロ
ー
グ

　

以
上
が
2
0
1
2
年
韓
国
労
働
情

勢
の
素
描
で
あ
る
。
筆
者
と
し
て
は
、

昨
年
後
半
、
反
組
合
で
悪
名
高
い
サ

ム
ス
ン
・
グ
ル
ー
プ
に
、
小
な
り
と
い

え
ど
も
つ
い
に
組
合
が
生
ま
れ
た
こ

と
を
ト
ピ
ッ
ク
に
加
え
た
い
が
、
い

か
が
で
あ
ろ
う
。
わ
ず
か
11
人
の
組

合
だ
が
、
執
筆
時
点
で
民
主
労
総
金

属
労
組
に
加
盟
し
た
と
伝
え
ら
れ
、

今
後
の
展
開
が
待
た
れ
る
。

（
2
0
1
3
年
2
月
22
日
記
）

【
訂
正
と
お
詫
び
】

本
誌
前
号
の
本
欄（「
ワ
ー
ル
ド
ナ
ウ
」番

外
編
）、
32
ペ
ー
ジ
最
上
段
左
端
に「
歴
史

と
は
現
在
と
未
来
と
の
尽
き
せ
ぬ
対
話
で

あ
る
」と
あ
る
の
は
、「
歴
史
と
は
現
在
と

過
去
と
の
尽
き
せ
ぬ
対
話
で
あ
る
」の
誤

り
。訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。（
筆
者
）

民主労総のキム・ヨンフン委員長と
全国メディア労組のイ・ガンテク委員長

2012年3月6日早朝、KBS新労組もストに突入


